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地
区
内
一
斉
清
掃
を
実
施

当
自
治
会
で
は
、
昭
和
五
十
五
年

以
来
、
月
一
回
（
第
三
日
曜
日
…
た

だ
し
八
月
の
み
第
一
日
曜
日
）、
全
世

帯
か
ら
の
参
加
に
よ
る
地
区
内
一
斉

清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
清
掃
活
動
は
、
会
員
同
志
が

顔
を
知
り
、
話
し
合
う
機
会
を
も
つ

た
め
に
、
さ
ら
に
清
掃
区
分
と
受
け

持
ち
班
の
組
み
合
わ
せ
を
、
年
度
ご

と
に
変
更
す
る
こ
と
で
、
よ
り
広
く

全
世
帯
の
会
員
が
顔
合
わ
せ
で
き
る

こ
と
を
願
っ
て
続
け
ら
れ
て
い
る
も

の
で
す
。（
現
在
114
世
帯
で
11
の
班
）

こ
の
清
掃
に
よ
り
、
日
ご
ろ
か
ら

各
家
の
周
辺
や
道
路
・
溝
な
ど
の
掃

除
に
努
め
て
く
れ
る
方
が
多
く
、
ま

た
児
童
公
園
や
集
会
所
庭
の
植
木
な

ど
も
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
有
志
の
方
々

が
年
間
を
通
し
て
、
水
や
り
・
せ
ん

定
・
枯
葉
の
清
掃
を
熱
心
に
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

資
源
ご
み
の
分
別

資
源
ご
み
の
分
別
に
は
、
学
校
や

幼
稚
園
の
集
団
回
収
日
に
各
自
で
協

力
排
出
す
る
こ
と
以
外
に
、
毎
月
の

自
治
会
清
掃
日
に
、
各
家
庭
の
資
源

ご
み
を
自
治
会
倉
庫
へ
の
収
納
日
と

し
て
回
収
し
て
い
ま
す
。
清
掃
日
以

外
に
も
倉
庫
開
放
時
、
ま
た
要
請
時

は
随
時
開
け
て
持
ち
込
み
を
可
能
と

し
て
い
ま
す
。

ア
ル
ミ
缶
は
、
今
年
か
ら
老
人
ク

ラ
ブ
が
中
心
に
な
っ
て
回
収
す
る
こ

と
に
な
り
、
町
の
あ
き
缶
回
収
日
に

は
、
有
志
の
方
々
に
て
選
別
・
倉
庫

へ
の
収
容
を
実
施
し
て
も
ら
っ
て
お

り
、
ま
た
回
収
日
以
外
で
も
随
時
自

治
会
倉
庫
へ
収
納
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
倉
庫
の
資
源
ご
み
売
却

は
、
年
二
、
三
回
程
度
で
済
み
ま
し

た
が
、
今
後
は
、
ご
み
排
出
総
量
の
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大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃

棄
型
の
社
会
シ
ス
テ
ム
に
暮
ら
す
私

た
ち
は
、
逆
に
ご
み
の
増
加
と
い
う

状
況
の
中
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、

ご
み
の
減
量
化
や
分
別
排
出
に
よ
り

左
図
の
よ
う
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
ご
み
の
量
は
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

「
ご
み
は
住
民
み
ん
な
の
共
通
問

題
」
と
意
識
し
て
い
た
だ
き
、
行

政
・
住
民
が
一
緒
に
な
っ
て
、
ご
み

問
題
解
消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

昨
年
４
月
か
ら
今
年
３
月
末
ま
で

の
１
年
間
の
資
源
ご
み
分
別
回
収
量

は
、
672
ト
ン
で
し
た
。
内
訳
は
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類
267
ト
ン
、
紙
類

（
新
聞
紙
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
紙
パ

ッ
ク
・
紙
箱
・
包
装
紙
な
ど
）
370
ト

ン
、
布
類
35
ト
ン
で
し
た
。
こ
れ
は
、

平
成
十
二
年
度
に
焼
却
し
た
可
燃
ご

み
１
万
900
ト
ン
の
約
６
％
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
食
用
廃
油
は
６
千
㍑
を

回
収
し
、
こ
れ
は
ド
ラ
ム
缶
30
本
分

で
燃
料
と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
焼
却
せ
ず
に
資
源
と
し

て
回
収
し
、
再
生
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
貴
重
な
資
源
の
有
効
利
用
が

図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
焼
却
に
要
す

る
電
気
代
や
薬
品
費
用
を
節
約
す
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
焼
却
施
設
の
延

命
に
も
な
り
、
貴
重
な
税
金
を
有
効

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

資
源
ご
み
の
分
別
は
、
大
変
手
間

が
か
か
り
面
倒
で
す
が
、
今
後
と
も

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

広報はりま2002.5

平成13年度資源ごみ回収量�

種　類�

プラスチック�

紙�

布�

廃　油�

回収量�

267トン�

370トン�

35トン�

6,000リットル�
（ドラム缶30本分）�

播
磨
町
か
ら
出
る
ご
み
の
量
や
そ
の
処
理
の
流
れ
と
、
昨
年

３
月
か
ら
新
た
に
実
施
し
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類
、
紙

類
な
ど
の
資
源
ご
み
分
別
回
収
と
、
回
収
し
た
食
用
廃
油
（
希

望
す
る
自
治
会
の
み
）
の
回
収
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
ご
み
」
の
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状
と
資
源

現
状
と
資
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の
分
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回
収
状
況
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収
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ご
み
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現
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収
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況�

ご
み
は
住
民
み
ん
な
の
共
通
問
題

資
源
ご
み
分
別
回
収
量
は
、

672
ト
ン

削
減
が
強
く
言
わ
れ
て
お
り
、
自
治

会
で
も
積
極
的
に
協
力
す
る
た
め
に
、

各
家
庭
で
の
さ
ら
な
る
分
別
を
呼
び

掛
け
、
倉
庫
へ
の
収
納
回
数
と
売
却

処
分
回
数
を
増
や
す
こ
と
で
、
資
源

の
リ
サ
イ
ク
ル
・
環
境
保
全
へ
協
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

犬
の
フ
ン
公
害
に
苦
慮

次
に
、
犬
の
フ
ン
で
す
が
、
当
地

区
も
あ
ち
こ
ち
に
啓
発
看
板
を
貼
っ

て
い
ま
す
が
、
飼
い
主
の
自
覚
の
問

題
で
放
置
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

看
板
が
見
え
な
い
？
人
が
多
い
よ

う
な
の
で
、
犬
の
飼
い
主
の
目
線
に

近
い
低
目
の
看
板
立
て
を
作
り
、
町

の
啓
発
看
板
と
、
手
書
き
の
看
板
を

両
面
に
取
り
付
け
製
作
し
、
こ
れ
を

特
に
、
犬
の
フ
ン
の
捨
て
逃
げ
が
多

い
中
央
部
の
南
北
道
路
に
置
き
、
後

始
末
を
促
し
て
様
子
を
見
て
い
ま
す
。

（
賢
く
、
か
わ
い
い
犬
も
、
飼
主
の
非

常
識
で
周
囲
に
は
、
た
だ
の
迷
惑
犬

と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
）

本
荘
中
自
治
会
で
は
、
南
部
コ
ミ

セ
ン
区
の
十
二
自
治
会
に
て
毎
年
七

月
と
十
二
月
の
第
三
日
曜
日
に
実
施

し
て
い
る
南
部
コ
ミ
セ
ン
区
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
運
動
を
、
地
域
を

美
し
く
す
る
た
め
の
大
切
な
催
し
と

考
え
、
毎
年
、
全
戸
参
加
に
て
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
て
、

道
路
や
溝
に
落
ち
て
い
る
、
あ
き
び

ん
や
あ
き
缶
、
紙
ご
み
や
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
を
拾
う
こ
と
を
通
じ
て
、

住
民
同
士
の
親
近
感
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
図
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

今
後
も
引
き
続
き
、
南
部
コ
ミ
セ
ン

区
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
運
動
を

地
域
の
連
帯
意
識
の
高
揚
を
図
る
大

切
な
地
域
活
動
と
し
て
、
積
極
的
に

参
加
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

各自治会の取り組み⑧

地域環境を守り、そして改善
する各自治会の活発な取り組み
と活動を紹介します。

全
員
参
加
に
よ
る
環
境
保
全
活
動

学
園
北
自
治
会

▲自治会員みんなでクリーンキャンペーン！

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
運
動
の
推
進

本
荘
中
自
治
会

現
在
、
ご
み
排
出
量
は
増
加
す
る

一
方
で
す
。
そ
れ
に
伴
い
ご
み
を
処

理
す
る
費
用
も
年
々
増
加
し
、
ご
み

焼
却
後
に
残
る
焼
却
灰
を
埋
め
立
て

る
用
地
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。兵

庫
県
で
は
、
県
下
の
ご
み
排
出

量
を
減
ら
す
た
め
、
各
市
町
が
平
成

22
年
度
ま
で
に
、
達
成
す
べ
き
努
力

目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

各
市
町
は
、
平
成
10
年
度
の
ご
み

排
出
量
に
比
べ
て

①
ご
み
排
出
量
を
５
％
削
減

②
再
生
利
用
量
を
24
％
に
増
加

③
焼
却
灰
の
埋
め
立
て
量
を
半
分
に

削
減

④
可
燃
ご
み
焼
却
量
を
15
％
削
減

い
ず
れ
の
目
標
も
、
こ
の
ま
ま
何

も
し
な
い
で
放
置
す
れ
ば
、
目
標
達

成
は
困
難
で
あ
る
ば
か
り
か
、
逆
に

現
在
よ
り
も
増
加
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
「
ど
ん
な
方
法
で
ご

み
を
減
ら
せ
ば
良
い
か
」
を
考
え
る

会
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
電
話
ま
た
は
直

接
、
産
業
生
活
課
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

産
業
生
活
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
４

「
ご
み
の
減
量
を
考
え
る
会
」

会
員
を
募
集

播磨町に残された貴重な自然であり、また潤いの空間で

ある『喜瀬川』に生えている水辺植物の生態を学び、水辺

空間の役割について考えます。

これまでの調査では、絶滅が心配されているサデクサや

ゴキヅルなど貴重な植物が発見されています。参加申し込

みは不要ですので、集合場所にお越しください。

日時 ５月26日（日）午前９時～11時30分

内容 『喜瀬川』に生える水辺植物の観察

集合場所 役場駐車場午前９時集合

講師 播磨ウェットランドリサーチ代表

松本　修二氏

※雨天の際は植物観察会を中止し、それにかえて中央公民

館にて喜瀬川の水辺植物についてのお話をします。

問い合わせ 産業生活課

10794（35）2364

▲
▲

▲
▲

▲

市民環境大学�

▲水辺植物の説明を受ける参加者

▲兵庫県レッドデータＢランク
「サデクサ」

▲兵庫県レッドデータＣランク
「ゴキヅル」

▲住民同士の親近感とコミュニティ作りの場でも


